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エスカレータが百貨店などに設置さ
れはじめた頃、足を踏み出すタイミン
グが測れずに、立ち往生したり転倒
したりする人が、老若男女にかかわ
らず、かなりの数存在しました。新し
い技術には、こうしたことが付き物で
す。ITでも同様です。高齢者がATM

の前でとまどったり、病院の自動支払
機の前で途方に暮れている様子もし
ばしば目にします。高齢者に限らず、
新しい技術を前にした失敗は、多く
の人が体験しているはず。IoTがさら
に発達すれば、そんな厄介事からも
解放されるのかもしれません。技術
の不備を、技術が補うわけです。しか
し、人間がその生活や行動のスタイ

ルを、いつの間にか技術に合わせて
変えていたなどということの方が、よほ
ど起こりそうにも思えます。いずれに
しても、テクノロジーが、人間の役割
をどんどん肩代わりしていくことに、間
違いありません。
モノやコト、そして知識でさえ、ITや
IoTでコントロールできるようになっ
たとき、人間の側に最後に残される
のは、感情や感覚、あるいは欲望の
ようなものだけである可能性がありま
す。もちろん機械にも「感覚」するこ
とはできます。しかし「感覚」を味わ
うことはできません。IoTの行き着く
先に待っているのは、言葉や道具を
発明する前から人間に備わっていた、
「感覚」の世界に向き合うことなの
かもしれません。実はIoTがスタート
を切った現代は、人間が本来の自分
自身が何であったのかをあらためて問
い直す絶好の機会なのです。それは
エスカレータに足を踏み出す前に、
自らの力で階段を昇りながら考えて
みるテーマでもあります。
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乱す悟る 待つ

飲む
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語る
嗅ぐ
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覚める
歌う
叫ぶ
読む
伝える
聞く
泣く

診る
味わう
言う
飢える
問う
笑う

もともと「動詞」は人間の行為をあらわす言葉。行為が技術になり、そして道具に置き換わって、いつの間にか
「動詞」が「名詞」になりつつあります。現代では、さらに動詞のIT化が進み、ヒトに残されたのは、「欲望」と
深くかかわる「食べる」「寝る」「増やす」だけになりつつあります。その3つでさえ、すでに技術ぬきには
成立しなくなっているようです。ITあるいはIoTの将来は、ヒトが失いつつある
「動詞」をふたたびヒトが取り戻すためにこそ、使われなくてはならないのかもしれません。

ヒトには
何が残される?

……IT化が進展している動詞
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狩猟採集

カミ コンピュータ

金属器

IT
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二
足
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家
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市

資本奴隷

税

王

半導体

貨幣

金融

文字

ウタ

物語

PC

交通

冷蔵庫

照明

職人

芸能

仮想

定住

火エネルギー

木・骨・石器

奴隷

土地

時間 時計

身体

精神

機械

脳

空調

異界

霊魂

写真書物

手紙

メディア

コミュニケーション

通信・記録

IoT

世界
現実

エネルギー 木材 化石燃料 原子力

暦

紙

印刷術

火薬

四大発明

からだ 呪術

流通（運輸）車輪

道

株式会社

道具 商品

羅針盤 航海術 植民地

情報

資産経済

スマートフォン

インターネット

コミュニケーション 言葉

GPS鉄道

電気

移動

食糧備蓄

国階級・分業 戦争

医術

電話

実体経済

ロボット

自動車

蒸気機関

文明の進歩は発明と発見の歴史でもあります。人類は発明と発見によって、多くの便利を手にし、能力を拡張してきました。
またその活動を分割・分担し、その一部、あるいは多くの部分を機器や他者に託すことを通じ、効率化を進めてきました。
しかしその一方で、道具やシステムで人間の持っていた能力を置き換えることは、本来備わっていたはずの能力の減退、
あるいは消失に繋がります。道具やシステムが失われたとき、ひとりの人間ができることを、
あらためて考えてみる必要があるのかもしれません。

人間活動分割
置き換えの歴史

文字の発明は、文明の発展を一
気に加速させることになる。「記
録」の誕生でもあるが、それはま
た記憶の失墜でもある。文字記
録として公式に残されない「記
憶」はやがてなかったことにされ
ていく。現代では電子機器の日
常化で、さらに記憶力は劇的に
減退しつつある。

定住と農耕のスタートは国の起
源でもある。とりわけ保存可能
な穀物栽培は、備蓄される食糧
の多寡により富の遍在を生む。
また個人では効率的な生産が
難しい米や麦は、共同作業とな
り、分業システムをつくりだし、
多くの機能と力が「国」に託され
ることになった。そして今「クラウ
ド」が、もうひとつの「国」になり
つつある。

車輪の発明により、大量の物資
を短時間のうちに遠距離まで運
ぶことが可能になった。牛馬を
利用することにより、その効率は
さらにアップする。定住生活が
基本となったことと相まって、ヒ
トが自らの足によって移動する
機会が激減。それは古代におい
ては一部の者の特権でもあった
が、現代人は、さらに二足歩行
そのものを放棄しようとしている
のかもしれない。

古代中国のいわゆる「四大発
明」は、現代にまで大きな影響
を与え続けている。とりわけ羅
針盤により、移動中でも方角を
確実に把握できるようになった。
ただし、星や太陽などによって自
身の位置を認識する方向感覚
は消失していく。面の方向感覚
が線の方向感覚となり、GPSに
よって我々は自分の位置を「点」
でしかとらえられなくなった。

中世に貨幣経済が定着すると、
道具が商品となって流通する。
その生産者は職人となり、分業
がますます進んでいく。自ら工夫
しつくり出し、さらには修理して
いた生活必需品も、貨幣と交換
するものになった。手の持ってい
る多様な能力が、忘れられ、や
がては貨幣も「もの」から「デー
タ」に置き換えられていく。

近代科学の発達は、予測技術
を飛躍的に向上させた。境界条
件さえ定められれば、一定の未
来も予測可能である。ただし前
提となる境界条件を見失うと、
たちまち「想定外」の事態が招
来する。にもかかわらず想定外
をも想定できたはずの直感や予
知能力は、科学技術に置き換え
られようとしている。

身体を機械やシステムとして捉
え、その変化を数値で表現する
ようになると、身体が発するメッ
セージを当人が自覚できなくな
る。また、「病」や「死」は忌避
すべきものとされ、それらは隠さ
れ、隔離されていく。病や死が見
えない世界は、ほかならぬ「生」
が見えない世界でもある。

家電が生活のあり方を大きく変
えてしまったのは言うまでもない
が、とりわけ空調と電器照明が、
ヒトが本来持っている時間感覚
を奪っていった。「夜」の闇が消
え、温度や湿度が一定に保たれ
ることがよしとされ、季節感覚が
希薄になり、体内時計や自己調
節機能が狂い始めた。

機械やシステムによって人間の
活動や力が置き換えられること
で、本来ならば「自由な」時間が
生み出されるはずだったが、そん
な時間もまた、機械やシステムで
埋め尽くされていく。無駄や閑、
非効率や非合理が持っていたは
ずの豊饒な力が見えにくくなって
きた。現代人は、忙しさに飢えて
いる。

失われゆく能力

直立二足歩行にともなって獲得
した「道具」と「火」と「言葉」
は、ヒトを他の動物とまったく異
なる動物にした。火は金属器等
を生み出す一方、「加熱調理」
によって、ヒトの体内環境をも大
きく変化させた。また言葉による
コミュニケーションは、ヒトが気
配や兆しを感じとる能力を減退
させるきっかけとなった。

動物的「超」能力 記憶の力 個の力 移動の力 方向感覚 闇の力 手の力 無駄の力 病と死の力 予知の力
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言
葉
は
い
ら
な
い
?

言葉と道具と火の「発明」に
よって、人類文化はスタート
しました。やがて文字が誕生
すると、文化の発展に拍車
がかかり、文字に記されたも
のごとが大きな力を持つよう
になります。歴史も法律も文
字の力とともにあります。現
代では、インターネットを介
して、これまでに人類が経験
したことのないほどの大量の
文字情報に、誰もがアクセス
し、利用することが可能にな
りました。ビッグデータの時
代です。しかし、あまりに膨
大な情報は結局のところ、地
図のない荒野のようなもの。
かつて確実だと思われていた
「言葉」がどんどん
信頼性を失っていま
す。信頼性のない言
葉は、もはやコミュ
ニケーションの道具
として役に立たくな
りつつあるのです。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

一
万
年
以
上
前
に
描
か
れ
た

ラ
ス
コ
ー
壁
画
。す
で
に
記
号
と

思
わ
れ
る
描
写
が
含
ま
れ
て
い
る
。

古
代
バ
ビ
ロ
ニ
ア
の

粘
土
板
に
記
さ
れ
た

楔
形
文
字
。

Q
・
マ
サ
イ
ス「
金
貸
し
と
妻
」に

描
か
れ
た
書
物
。一
五
世
紀
、

ま
だ
書
物
は
贅
沢
品
だ
っ
た
。

一
七
四
六
八
本
の
真
空
管
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
初
期
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
E
N
I
A
C
。

「
ク
ラ
ウ
ド
」は
果
た
し
て

情
報
媒
体
な
の
か
。そ
れ
と
も

情
報
の
墓
場
な
の
か
。

フォノト
グラフ

……人工化・機械化するコミュニケーション
声
身振り

記号

タルタリアのタブレット
……文章記録

原文字　

古代楔形文字

最古の暗号

漢字

記録

パピルス

羊皮紙

紙　

結縄
亀甲・獣骨・金石
木の葉
粘土

アレクサンドリア
図書館

冊子本

活版印刷

伝書鳩

ヨーロッパで飛脚

狼煙

不定期刊行新聞

郵便制度

通信

ペルシアで
駅伝制

日刊新聞

写真 フォノ
グラフ

キネトスコープ グラモフォン
（円盤音盤）

コンパクト
ディスク

デジタル配信

電信機

無線電信機

モールス符号

電話

ラジオ放送

テレビ放送 デジタル
コンピュータ 携帯電話原型

インターネット
商用化

クラウド・
コンピューティング

携帯電話と
インターネット
との融合

紀元前
7千年
紀頃

紀元前
6千
年紀

紀元前
4千年紀
後半

紀元前
3千年紀
後半

紀元前
19世紀
頃

紀元前
16世紀
頃

紀元前
3千年紀

紀元前
2世紀頃

105

紀元前
3世紀

6世紀
初頭

1440 1516

紀元前
6～4
世紀頃

1150

12世紀
初頭

15世紀
末以降

1650

19世紀
前半

1893

1857

1939

1877

1887

1980
年代

2000
年代
後半

1832 

1875

1895

1940

1994

2006

2001

1970

1920

1837 

●「以心伝心」や「阿吽の呼

吸」、あるいは「当意即妙」と

いう表現があるように、かつて

の人びとは、言葉以外の方法

によるコミュニケーションを大切

にしていました。もしかすると、

言葉を使うようになる前は、人

間も「超能力」のような力さえ

持っていたのかもしれません。

気配を感じる力は、それこそ生

存にかかわる能力だったと思

われます。

●機械を介してのコミュニケー

ションにより、その効率と正確さ

は格段に上昇しました。ただ

しそこからは、相手の表情や

振る舞い、声の調子は読みと

れません。読みとれないから、

読みとる力が失われていきま

す。またヘッドフォンステレオの

ように、メディアが周囲の雑音

を遮断するようになると、はじ

めから場所の雰囲気や他者

の気配が無視されるようになり

ます。

●オフィスでも、メールでのコ

ミュニケーションが中心となり、

電話の音や会話が失われ、

誰がどことどんな状態で仕事

をしているのかさえ、見えなく

なってしまいました。言葉や数

字にならない「情報」にこそ、コ

トの本質が隠されています。

必要なのは、雰囲気や気配を

伝えるメディアではなく、ときに

は一切のメディアを手放して

みることなのかもしれません。

気
配

I
o
T
の
忘
れ
も
の

1

文
字
と
媒
体
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元
気
、蒸
気
、電
気
。

エネルギーの基本は、火と
人力。東アジアでは、エネル
ギーは「気」でもあり、本来
人間に備わっているエネル
ギーは「元気」と呼ばれまし
た。これに家畜が加わり、水
車や風車などの「自然エネル
ギー」も利用されるようにな
ります。大航海時代において
も、その時代を推進した動力
は風力でした。エネルギーの
歴史を大きく変えたのは、や
はり蒸気機関の発明でしょ
う。産業革命の到来です。さ
らに蒸気の力は、電気の力に
おきかえられてゆきます。現
代では、ガソリンエンジンさ
え、モーターにとってかわら
れつつあります。確かに電気
は、蒸気や元気＝人力などに
比べて、コンピュータなどによ
る微細なコントロールが容易
であるように見えますが、大
きな弱点があります。現代文
明は、停電によって立ち往生
してしまうのです。

エ
ネ
ル
ギ
ー

炎は創造の源泉で
あると同時に、

破壊のシンボルでも
あった。

水力は基本的に
重力である。

ニュートンより遥か以前に、
人間は重力を

使いこなしていた。

蒸気機関車の
エネルギー分布イメージ。

鉄道の登場は
芸術家にも大きな
影響を与えた。

国際宇宙ステーションの
太陽光発電パネル。

核融合実験装置。
当初の予測では
2010年までに

核融合は
実用化していた。

最初の火の利用
ころ、てこの利用

動物の力の利用タレスが
静電気を発見

ヘラクレイトス
「火の元素説」

西アジアで
水車が登場

最初の石炭利用
の記録

紀元前
600年

紀元前
4世紀

紀元前
100年
頃

紀元前
6千年
紀頃

紀元前
5千年
紀頃

紀元前
6世紀

人力

40万
年前

……人工化・機械化するエネルギー

ルーマニアの
モレニ油田から
石油が採掘

ヨーロッパで
水車利用

ヨーロッパで
風車利用

ベッヒャー
「燃える土」
元素

シュタール
「フロギストン
（燃素）説」

ラヴォアジエに
よるフロギストン説
批判

フランクリン
雷＝電気であることを実証

ウラン発見
ボルタが
電池を
発明

燃料
電池の
原理

トマス・ヤング
「エネルギー」を
定義

1789

1801

1800

1000 1100

1691

蒸気機関
発明1720

ワットが蒸気
機関完成1765

1669

1697

1785

1807

エルステッド
電気と磁気の直
接的関係

ファラデー
電磁誘導

直流発電機

水力発電機

石炭火力発電所

原子力発電

1831

1820

1832

1840

1887

1953

実用的な蒸気機
関車

最初の電動機
（モーター）

マイヤー
エネルギー
保存則

電気自動車 内燃機関
（エンジン）

ガソリン自動車

ディーゼル・
エンジンリニアモータ実験

太陽電池実用化

太陽熱発電所

燃料電池自動車

1814

1821

1876

1914

1958

1878

1886

1892

1971

1979

1842

1752

● 人工知能に勘や直感を

組み込むことは、可能でしょう

か。将棋や囲碁で、コンピュー

タが名人に勝利したように、

職人たちの経験やこれまでに

起こった様 な々事象の膨大な

データを集積することができれ

ば、一見それは実現できそうに

も思えます。しかしいまのとこ

ろスーパーコンピュータを駆使

しても、天気予報さえ100％の

精度を達成することができない

ままです。農業や漁業に携わ

る人びとの天気予報の的中

率にも、及ぶことができそうもあ

りません。ましてや勘のシステ

ム化は、無理というもの。勘や

直感には、無意識が大きくか

かわっていると思われます。意

識化されない情報や記憶、あ

るいは雑音は、システム化す

ることはできないのです。

●実は、勘や直感は、外れる

ことがあるからこそ、ときには逆

に大きな力を発揮することがで

きるのです。当初から失敗を

想定せず、外れることを排除

したプログラムには、勘や直

感が備わるはずがありません。

ほかならぬ現代文明が、雑音

や失敗を排除するものである

以上、いずれ人間の能力から

も、勘や直感が失われていく

可能性だってあるのです。

勘I
o
T
の
忘
れ
も
の

2

機
械
と
燃
料
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余
り
す
ぎ
る
時
間
。

おそらく、古代の人類にとっ
ては、生きることはそのまま、
狩猟採集生活であって、睡
眠、食事、育児などは、生き
続けることと一体となってい
たと思われます。労働と余暇
の分離が起こるのは、定住
生活により食物の貯蔵が可
能になって以降であり、それ
もごく一部の人びとの間で
のことでした。やがて祭礼が
生まれ、余剰の時間は「ハ
レ」の時間になります。近世
になって都市生活がはじま
ると、生活の効率化が進み、
いわゆるルーティンワークは、
「他者」や「機械」に託され
るようになっていきます。IoT

化により、労働や生活がさら
なる省力化・効率化に向う
と、我々の手には大量の「何
もしなくていい時間」が残さ
れることになります。

生
活

か
つ
て
は
太
陽
が

時
間
の
基
準
で
あ
り
、

生
活
の
リ
ズ
ム
を

形
づ
く
っ
て
い
た
。

弥
生
時
代
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
、

吉
野
ヶ
里
。都
市
の
原
型
と

言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

江
戸
時
代
の
携
帯
日
時
計
。

近
代
以
前
か
ら
日
本
人
は

「
ケ
ー
タ
イ
」好
き
だ
っ
た
。

「
東
京
名
所
之
内

銀
座
通
煉
瓦
造
鉄
道

馬
車
往
復
図
」。

煉
瓦
建
築
は
当
初
、

日
本
の
風
土
に
合
わ
ず

敬
遠
さ
れ
て
い
た
。

家
庭
用
冷
蔵
庫
の

発
明
が
、消
費
生
活
の

あ
り
方
を
根
本
か
ら

変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ブラジャー

打製石器

被服

織物

260万
年前

50万年
から10万
年前

3万6千
年前

加熱調理 住居の
建設　

衣食住の展開

陶器 下水道　

オーブン
石鹸、
風呂、
便所

床暖房
（オンドル）

……人工化・機械化する生活

50万年
から25万
年前

2万
8千年から
2万2千
年前

紀元前
2500～

1900

紀元前
1000

紀元前
2800

紀元前
3100

50万
年前

トイレット
ペーパー

磁器 水力駆動
扇風機

歯ブラシ
プレハブ住宅

圧力鍋

水洗便所

589

1498

618～
700

1679

汎用日時計800
年代

振子時計1656

腕時計1790 1596

1579

618～
907

ミシン

ジーンズ

電気洗濯機

ビキニ

全自動
洗濯機

1836

1873

1907

1913

1946

1977

冷蔵庫

チューインガム

電動
扇風機食器洗い機

電気
トースター

替え刃式
安全剃刀

グルタミン酸
ナトリウム

電気
シェーバー

家庭用電気
冷蔵庫

電気式
炊飯器

インスタント
ラーメン

カップ
ヌードル

カラオケ

温水洗浄
便座

エンタテインメント
ロボット

真空掃
除機

電動真空
掃除機

電子
レンジ

1834

1928

1901

1999

1870

1886

1893

1911

1958

1971

1937

1907

1945

1980

1971

1901

1882

1869

スマート
家電

●「創発」とは、部分の性質

の単純な総和にとどまらない

性質が、全体として現れること

と定義されています。進化や

直感（直観）、あるいは脳その

ものが、創発の代表例です。

近年、シミュレーションによって

創発現象を人工的に作り出す

ことが研究されていますが、

創発のかたちを真似ることは

できても、創発そのものは生み

出せないかもしれません。創

発とは、思いもかけないもの

が突然現れること。あらかじめ

図式化できることや、選択肢を

用意できるようなことは、もはや

創発とは言えません。

● 例えば脳の機能がいくら

詳細に解明されたとしても、

「心」や「精神」や「魂」と呼

ばれてきたものを完全に理解

することはできないでしょう。そ

れらは、脳単独の機能ではな

く、脳と身体、脳と環境の相

互作用と深くかかわっている

と思われるからです。極論す

れば、朝の食事の内容次第

で、その日どんなアイデアを思

いつくかが、左右されます。し

かも、画期的なアイデアは、多

くの場合、そのことについて思

い詰めているときには出会うこ

とが少なく、入浴や散歩のよう

な思わぬ時に「やって来る」も

のなのです。

創
発

I
o
T
の
忘
れ
も
の

3

衣
食
と
住
居
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分業の発展と貨幣経済の定
着により、近代的な「仕事」
がスタートしました。近代的
な仕事はまた、時間的にも空
間的にも、日常生活と切り離
されることで、「会社」という
システムが生まれます。
IT化、さらにはIoT化は、仕
事と生活の空間的・時間的
な分離を無意味にしつつあ
るのかもしれません。いつで
も、どこでも仕事ができると
いう状態は、特定のオフィス
やデスクを不要にします。企
業が国境を超え、グローバル
化しつつある中、近い将来に
おいて個々の仕事のローカ
ル化が一挙に進展する可能
性もあります。
会社のかたちが変わることで、
「自由な働き方」が実現す
るかもしれませんが、現代に
おいて会社と対となっている
「家庭」もまた、消滅するの
かもしれません。

会
社
が
消
滅
す
る
日
。

ビ
ジ 

ネ
ス新石器時代の石斧。

現代人は自らの手で
このような加工をする
能力を失ってしまった。

江戸時代の
「農家耕作之図」。
農業でもすでに
機械化が始まっていた。

17世紀から18世紀に
かけて英国で流行した
コーヒーハウスが現在の
オフィスの原型となった。

「新板諸職諸商人十二支見立尽」。
士農工商の最後に
位置する商＝第三次産業に
は怪しさがつきまとう。

10年後の我 は々、機械に
仕事をさせるのか、機械に
仕事をさせられるのか。

狩猟採集経済

分業、階級の発生

農業、酒の生産

畜産 交易 通貨？

貸金業保険

デリバティブ
商品

両替商

……人工化・機械化するビジネス

紀元前
10000
年紀

紀元前
8000
年紀

紀元前
4400～
3000

紀元前
2～3
世紀

紀元前
2000
頃

古代
ギリシア

紀元前
600
頃

紀元前
700

羽根ペン

製粉工場
万年筆

そろばん

イギリス
東インド会社

パスカルの
計算機

鉛筆

オランダ東インド会社
（本格的な株式会社）計算尺

ジェニー紡績機消しゴム

自動製粉工場シャープペンシル

700

953

1100
頃

1565

1620

1642

1770

1791

900
年代

1600

1602

1764

1785

中国で質屋

銀行

証券取引所

公益信託

海上保険
複式簿記

コーヒーハウスの
オフィス化

オフィス専用ビル

脱穀機

5世紀

700～ 
900

14世紀

14世紀
後半

1608

18世紀

1729

1786

1494

1868

1884

1941

1957

1963

1977

2005 

タイプライター

ステープラー

パンチカード

コンピュータ
（リレー式）

クラウド
ソーシング

1877

電卓

マウス 
（コンピュータ）

ワード
プロセッサー

ジャカード織機

刈取り機 コンバイン

人工肥料 通信
販売

キャッシュ
レジスター

自動電話交換機

トラクター 現金自動預払機

クレジットカード

SOHO概念

マイクロ
ファイナンス

携帯情報端末

アマゾン オンライン
トレード

1892

1801

1831

1840

1904

1960
年代

1983

1995

1834

1879

1939

1950

1974

1995

19世紀
後半頃

●勘も創発も、言ってしまえば

「想定外」の現象。あらかじ

めの予測などはできるはずが

ありません。自然そのものが想

定外とさえ言えます。科学技

術はもとより、そんな自然に境

界条件を設定することで成立

しているものです。アインシュタ

インが世界のイメージを塗り替

えたように、境界条件が変わっ

てしまえば、想定外も当然至

極ということになります。

●現代文明を支えているの

は、ほかならぬその科学技術

です。ほんのわずかの想定外

であっても、簡単には対応でき

ません。太陽の活動がごくわ

ずかに活発になるだけで、現

代最先端の科学技術は役に

立たなくなってしまうはずです。

重要なのは、マニュアルやシス

テムでは対処できない多様な

想定外があり得ることを、想定

しておくことなのでしょう。

●災害や自然の変化はともか

く、何ごとも想定内になってし

まったら、世界が退屈になるこ

とは間違いありません。予想

通り、予定通りにいかないの

は、善し悪しはともかく、人生

の醍醐味でもあります。

想
定
外

I
o
T
の
忘
れ
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働
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運送の起源は、人間の直立
二足歩行にあるのかもしれま
せん。自由になった両手が、
最初のロジスティック・ツー
ルです。もちろん牛馬の利用
や車輪の発明によって、その
スケールと移動距離は格段
に飛躍しました。ただし、牛
馬や車輪、さらには船舶や自
動車を使うようになっても、
それらを管理、コントロール
するのはあくまでも人。人間
の筋力や運動神経、そして
判断力がものをいう世界でし
た。自由になった両手は、モ
ノを持たなくなっても、なお
手綱やハンドルやコントロー
ラを操作し続けてきました。
いま、それらは人の手を離れ
つつあります。ふたたび自由
になったわれわれの手は、今
度は何に使われるのでしょう
か。

運
輸筋

肉
は

ス
ポ
ー
ツ
の
た
め
に
。

紀
元
前
二
五
〇
〇
年
頃
に
描
か
れ
た

戦
闘
馬
車
。車
輪
は
そ
れ
自
体
が

最
新
兵
器
技
術
だ
っ
た
。

一
六
世
紀
の
帆
船
。航
海
技
術
の

発
展
は
、物
流
と
と
も
に

世
界
の
あ
り
方
を
変
え
た
。

一
七
八
三
年
、モ
ン
ゴ
ル
フ
ィ
エ
兄
弟
に

よ
る
無
人
の
熱
気
球
の
実
験
。

空
輸
技
術
の
第
一
歩
。

歩
行
用
ロ
ボ
ッ
ト
。人
類
は

そ
の
最
大
の
特
徴
だ
っ
た

直
立
二
足
歩
行
ま
で
、

機
械
に
ま
か
せ
つ
つ
あ
る
。

二
〇
世
紀
前
半
に
人
気
を
集
め
た
雑
誌

『
ア
ス
タ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ト
ー
リ
ー
ズ
』の

表
紙
に
掲
載
さ
れ
た
宇
宙
空
間
作
業
服
。

農業・畜産

物々交換

流通

駄獣・輓獣 丸木舟・いかだ

帆走船

船

地中海航海

車輪

荷車

馬車地図

余剰食物

紀元前
500
年代

紀元前
3500
頃

紀元前
3500

紀元前
2800～ 
2700

古代
エジプト

メソポタ
ミア

紀元前
4000

……人工化・機械化する運輸

ヴァイキング

キリスト教
巡礼

熱気球

羅針盤

ガレオン船
ロンドンに
辻馬車

4世紀
頃

ローマ街道ローマ
帝国

お遍路8世紀
頃

五街道江戸時代

1625
1783

8～
10世紀

16世紀

11世紀

鉄道建設
ラッシュ

蒸気機関車

旅客鉄道

人力車

馬車鉄道

道路構築舗装技
術発展

19世紀

1804

1800
年代
初頭

1830

1848

1830～
40年代

自動運転車
原型

無人機
による
宅配輸送

地下鉄

路面電車

自動車

飛行船

飛行機

ヘリコプター

旅客機 大西洋
横断飛行

ジェット
エンジン

1903

1907

1913

1863

1884

1885

1852

1937

2014

1980
年代

1927

サプライチェーン・
マネジメント

GPS

コンピュータによる
ロジスティクス管理

スエズ運河

潜水艦

スクリュー船

冷蔵庫

遠隔制御

蒸気船

冷蔵・冷凍輸送

パナマ運河

ロジスティクス
概念

宅配便

1976

1980
年代

1807

1805

1834

1858

1898

1960
年代

1914

1869

1983

1993

1927

●エネルギーも物質も、無駄

にするのは憚られます。その一

方で、日本では大量の食糧

が廃棄されていると言います。

確かにそんな無駄は、ないに

越した事はありません。少し

前には「もったいない」という

日本語が注目されたりもしまし

た。さらに多くのテクノロジー

が、無駄をなくすために開発さ

れています。

●しかし、無駄かどうかの判

断は意外に難しいもの。現

在、無駄と判断されて効率化

の対象となっているものの多く

は、生産性のアップ、家事の

省力化など、経済や時間にか

かわるもの。「もったいない」か

どうかは、ちょっと微妙なところ

です。無駄と思える労働や無

駄と思える時間は、かつては

修業と直結していたこともあり

ました。無駄が余裕や彩りに

なることだってあります。しかも

節約した時間を、スマートフォ

ンでゲームをするというので

は、省いた無駄を、無駄に使

うことにもなりかねません。

●ともあれ、エネルギーも物質

も時間も空間も、これからはど

んどん「無駄」が省かれていく

ことになるはずです。他方でい

ま、爆発的に増え続ける「無

駄」があります。情報という名

の無駄です。

無
駄

I
o
T
の
忘
れ
も
の

5

コンテナ普及

運
輸
と
交
通



0 1 8 0 1 90 1 9

「
尊
敬
」って
何
?

「学ぶ」の語源が「真似る」
であったように、学ぶことは
まず、真似ることであり、そし
て盗み取ることでもありまし
た。「教える」ことは「示す」
ことです。教えることのできる
者は、まず真似したい、盗み
たいと思われるほどのものを
持っていなくてはなりません。
だからこそ、尊敬の念も芽
生えるというものです。教育
がシステムになることにより、
教え教えられる中身は「コン
テンツ」になり、「スタイル」
や「モード」は二の次になり
ました。教育者が、コンテン
ツを伝達するメディアになっ
たわけです。というわけで、
教育者はもはや人間である
必要はありません。それでも
「先生」を真似たいと思うな
ら、人間がコンピュータにな
るしかないのです。

教
育

中国の「指南車」の図。
常に南を指し示す

機械であり、
教えるを意味する

「指南」の語源となった。

最古の大学の1つ、
イタリアの

ボローニャ大学での
1350年代の講義風景。

浮世絵「寺子屋書初」より。
江戸の庶民の識字率は

世界一だったとされている。

ダーウィンが乗船した
ビーグル号での
「聖書」講義。

脳に直接情報を
取り込むことができれば、
学習は容易になるが、

果たしてそれは
「学習」だろうか。

口伝・物語

最初の学校

黒板普及

足利学校

プラトンの
アカデメイア

古代ギリシアの
ギュムナシオン

王莽による
「学」と「校」

太学

地球儀

オックスフォード
大学

ギムナジウム

ラモン・リュイ
「論理機械」

イギリス王立協会

コメニウスの
教育学

ルソー『エミール』

グランドツアー

ライプニッツ
「汎用言語」

16世紀

17～18
世紀

紀元前
387

漢代

1世紀

1209

14世紀

1467
年頃

16世紀

17世紀

17世紀

1762

1660

寺院で寺子屋

徒弟制度確立

ライティング
スレート11世紀

12世紀

日本中世

大学寮平安時代 綜芸種智院828

パリ大学1100
年頃1088 ボローニャ大学

……人工化・機械化する教育

1882

ペスタロッチ
「学校教育論」

ヘルバルト
『一般教育論』

フレーベル
「幼児教育論」

幼稚園

日本で修学旅行

OJT商業学校
OHP

チューリング
マシン 認知科学

チューリング・
テスト

エキスパート
システム

人工知能

電子黒板

ノートブック

機械学習

液晶プロジェクタ ディープ
ラーニング知的エージェント

タブレットPC ロボット教師

1888

1927

1936

1983

1989

2002

1801

1907

1950

1956

1959

1990
年代

2010
年代

1806

1826

1840

1917

1950
年代
後半

1965

1990
年代

●この100年で、世の中は

劇的に「便利」になりました。

いったん知ってしまった便利

は、なかなか手放せないもの。

もとの不便には、戻りたくても

戻れないのが、人間の性とい

うものでもあります。かくて便利

な道具やシステムを手に入れ

る度に、人間自体がどんどん

不便になっていきます。すでに

わたしたちは、一人で火を熾

すことさえできません。ましてや

壊れたスマホを自分で修理す

ることなど、夢のまた夢。

●必要は発明の母、と言いま

すが、すでにどうしても必要な

もの─とくに日常生活におい

ては─は見当りません。それで

もオーバースペックの新機能

やニューヴァージョンが次 に々

登場し、身の回りからは、不便

の種さえすっかり消えてしまった

ように見えます。その分、人間

そのものはとんでもなく不便に

なってしまいました。結果とし

て、これからしばらくは、画期

的な発明が生まれそうにもあ

りません。せいぜい、あらゆる

ものがIT化、あるいはIoT化

するばかりです。もうかつての

世界に後戻りできないならば、

せめて新たな不便でも何とか

「発明」するしかないのでしょ

うか。

不
便
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o
T
の
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れ
も
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学
校
と
教
育
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かつて人間のからだは、宇宙
のミニチュアでした。とりわけ
女性の身体は、地母神のモ
デルにもされ、神聖なものと
されてきました。しかし近世
ヨーロッパでは、一種の機械
と見なされるようになり、病
いや不具合は修理しなくて
はならくなってしまいます。一
方で、身体の構造が明らかに
されるにしたがって、それは
あらためて人々の好奇心を
刺激し、江戸時代の日本の
ように、風景や名所に見立て
られることもありました。しか
し、間もなく身体は機械や風
景でさえなく、数値データの
集積へと転じ、各種装置や
化学物質で管理されるよう
になります。

医
療

「
ヴィ
レン
ドル
フの

ヴィ
ー
ナス
」。

2
万
年

以
前
の
彫
刻
。古
代
の

地
母
神
像と
も呼
ば
れ
る
。

天
体と
身
体と
の

照
応
関
係
をあ

ら
わす

15
世
紀

初
頭
の
図
。

「
飲
食
養
生

鑑
」。身
体
を
加

工
工
場
に
見
立

てた
もの
。

「
体
内
巡
礼
の

図
」。こ
ちら
は
寺

院
の
胎
内
巡り

に
なぞ
らえ
た
身

体
観
光
。

3
D
化
され
た

C
Tス
キャ
ン

デ
ー
タ。

デ
ー
タ
化
す
る

身
体
。

……人工化・機械化する医療

紀元前
500頃

紀元前
420頃

50～70

2C2C

1000
頃

14511249

17C

1747

1776

18951865

1796 18181816

1897

1938

1968

2005

1936

1967

1996

1929

1953

1996

1928

1942

1973

2007

1949

1978

紀元前

●「文明」と「野生」を対比さ

せたとき、野生には「粗暴」で

「残虐」なイメージが付与さ

れがちです。しかし、古代ロー

マのヨーロッパ侵攻以来、アメ

リカ開拓時代やアフリカの植

民地時代をはじめとして、残

虐なのはいつも「文明」の方

でした。効率や実利の前で

は、文明は容赦しないもので

す。わたしたちの身体をめぐっ

ても、同様のことが言えるかも

しれません。血糖値や血圧な

ど、あらかじめ設定されている

数値から外れた途端、それが

一時的なものであっても、「異

常」の烙印を押され、薬物が

投与され、ときとして身体的な

苦痛を強いられることにさえな

ります。

●問題は、数値の異常ではな

く、わたしたち自身がほかならぬ

「野生」を失っていることの方

にあるのかもしれません。自然

の中の動物たちのように、自分

のからだが欲するものを食べ、

欲するように行動することで、病

いの多くは避けられ、あるいは

自然のうちに治癒するはずで

す。厄介なのは、自分自身が

何を欲しているのがわからなく

なっていること。つまり社会的立

場や対人関係、そして効率重

視の生活などが壁となり、自身

の「野生」の声が聞こえなくなっ

ていることにあるようです。

野
生

I
o
T
の
忘
れ
も
の
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医食同源
自然治癒
ヒーリング

インドで最初の
外科手術

ヒポクラテスの
医療哲学

中国で
鍼灸発展

ディオスコリデス
の薬学

ガレノスの
医学研究

中国で全身麻酔
による開腹

アンダルシアの
アッ＝ザフラウィーが、
自作の各種医療機器
を紹介

凸レンズ
眼鏡 凹レンズ眼鏡

デカルトの機械論

ラ＝メトリ
『人間機械論』

初の
人工授精

ジェンナーの
天然痘
ワクチン

聴診器の
発明

初の
人工輸血

ベルナール
『実験医学
研究序説』

アスピリンの
合成

X線発見
X線治療の
萌芽

抗生物質
（ペニシリン）の
発見

脳波診断
確立

最初の
ロボトミー
手術

精神病電気
ショック
療法

眼球レンズ
移植

凍結精子に
よる人工授精

初の抗がん剤
治療

最初の
心臓移植 CT開発 MRI開発 初の体外

受精児

手術用
ロボット

ヒトES
細胞株

筋電義手の
実用化 iPS細胞発表

医
療
と
身
体
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人間にとって、かつてより自
然は貴いものであるとともに、
怖れの対象でした。それはい
まも変わることがありません
が、文明、とりわけ西洋文明
はそんな自然を人間の力でコ
ントロールしようとしてきまし
た。いわゆる環境問題は、そ
んな力づくの歴史への一つ
の反省を促すきっかけであっ
たのかもしれません。一方、
現代のわれわれは、宇宙や
深海をはじめ地球上のあら
ゆる地域を写真や映像で知
ることができます。多様で美
しく厳しい自然を居ながらに
して体験できるようになりま
した。しかし、そこに満ちてい
るはずの匂いや雰囲気には、
なかなか思いを致すことがあ
りません。地震や津波も自然
のひとつの表情です。「理想
化された自然」を前にしてい
る限り、人間はますます自然
から遠ざかっていかざるを得
ないのです。

無
味
無
臭
の
自
然
。

環
境

屋久島の原生林。
日本ではかなり深い森でも、
ほとんど人工化が
進んでいる。

博物館の原型である
「驚異の部屋」。好奇心の
趣くままに自然と人工の
珍品奇品が集められた。

植物園温室。動物園や
水族館も都市以上に

先端技術化が進みつつある。

15世紀後半の世界地図。
コロンブスのアメリカ到達
直前のもの。

スマートフォンやタブレットが、
第2の自然になる日がやって

来るかもしれない。

●遊びは「競争」「偶然」「模

倣」「目
め ま い

眩」の4つに分類さ

れるといいます。日本語では、

「ハンドルの遊び」というよう

に、余裕や無駄の意味にもな

りますが、そもそも日本語の遊

びは、「神を遊ばせる」、すな

わち芸能の原型を意味する

言葉でした。身体活動とも深

くかかわっています。現代の

ゲームやパズル、あるいは余

暇とは、だいぶニュアンスが異

なります。ITは、ゲームやパズ

ルの世界を大きく発展させま

したが、本来の日本語があら

わす「遊び」からは遠く離れて

しまいました。何より、そこからは

「からだ」が脱落しています。

もちろん位置情報ゲームのよう

なものもありますが、それらは

逆に現実を「情報化」すること

によって成立しています。

● 確かに現代の遊びにも、

「競争」「偶然」「模倣」「目

眩」の要素は揃っています。し

かしそこからは、「からだ」とと

もに、遊び本来が持っていた

要素が排除されています。か

つての遊びの多くは、「正解」

を求めるものではありませんで

した。作り手、もしくはプログラ

ムが設定した「正解」や「目

標」に向う遊びは、もはや遊び

というより「受験」に近いものに

なっているようです。

農業

環境破壊

人類によりアフリカの
大型哺乳動物
40％が絶滅

人類によりヨーロッパの
大型哺乳動物
50％が絶滅

人類により北米の体重が
50kgを超える
草食獣の75％が絶滅

中東で灌漑

人類によりオーストラリア
の大型獣30％が絶滅

人類により南米の
大型動物の80％が
絶滅

狩猟

コイの養殖と
品種改良（中国）

エジプトで耕地拡大の
ためゾウ、サイ、キリンが
絶滅

植物園

万里の長城建設による
森林破壊

8～4万
年前

3.5～
2.5万
年前

紀元前
6000年
紀頃

紀元前
2000
年紀

紀元前
3世紀
以降

古代文明

3～
1万
年前

2～
1.3万
年前

1万
年前

紀元前
1000
年紀

紀元前
300
年頃

……人工化・機械化する自然

17世紀以降の300年
ヨーロッパ世界の拡張で
哺乳動物、鳥類それぞれ
100種類以上が絶滅

産業革命で木炭確保の
ため森林破壊

ローマで大気汚染

ロンドンで大気汚染

艦船を建造するため
森林破壊

61年

9世紀
半ば

中世
ヴェネ
ツィア

18世紀
後半

1世紀

古代
ローマ

カキの
養殖

ローマで
温室

1776

アクアリウム1665

動物園1752
ヒト

人工授精

水族館

ベルギー工場排気に
よるスモッグで死者

各地で大気汚染深刻化

ロサンゼルス
「白いスモッグ」

ペンシルバニアで
大気汚染による死者

遺伝子工学の
発展ロンドンでスモッグに

よる大量死

ヒト体外受精

華北の広範囲で
高濃度汚染

大気や海洋の
平均温度
0.75°C上昇

19世紀

1930

1948

1944年
頃から

1952

2013

1978

1970
年代

1830

遊
び
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焼き煉瓦を
作るため

森林伐採による
砂漠化

自
然
と
環
境
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SF雑誌『アメージング・ストーリーズ』の表紙では、
テクノロジーによって実現された理想郷が描かれ、
映画「タイム・マシン 80万年後の世界へ」（1960）
では悲観的な未来イメージが描かれている。
IoTの扉は、どちらの世界に通じているのだろうか。

【
社
名
】
株
式
会
社
堀
場
製
作
所［

H
O

R
IB

A
, 

Lt
d

.］
　【
本
社
所
在
地
】
〒

6
0

1-
8

5
1

0
　
京
都
市
南
区
吉
祥
院
宮
の
東
町

2

【
創
業
】

1
9

4
5
年［
昭
和

2
0
年
］1

0月
1

7日
　【
設
立
】

1
9

5
3
年［
昭
和

2
8
年
］1
月

2
6日
　【
資
本
金
】

1
2

0
億
円［

2
0

1
6
年

1
2月

3
1日
現
在
］　

【
連
結
売
上
高
】

1
,7

0
0
億
円［

2
0

1
6
年
度
］　
【
株
式
上
場
市
場
】
東
京
証
券
取
引
所
第

1
部
　【
決
算
日
】

1
2月

3
1日

【
営
業
品
目
】
自
動
車
計
測
機
器
、環
境
用
計
測
機
器
、医
用
計
測
機
器
、半
導
体
用
計
測
機
器
、科
学
計
測
機
器
の
製
造
販
売
。

分
析
・
計
測
に
関
す
る
周
辺
機
器
の
製
造
販
売
。
分
析
・
計
測
に
関
す
る
工
事
、そ
の
他
の
建
設
工
事
な
ら
び
に
こ
れ
ら
に
関
す
る
装
置
・
機
器
の
製
造
販
売
。

【
グ
ル
ー
プ
従
業
員
数
】

7
,1

4
9
名［

2
0

1
6
年

1
2月

3
1日
現
在
］

Io
Tの
普
及
が
人
類
を
ど
の
よ
う
な
未
来
に
導
く
こ
と
に
な
ろ
う
と
も
、

H
O

R
IB

A
の
分
析
技
術
は
こ
れ
か
ら
も
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
寄
り
添
い
続
け
ま
す
。

H
O

R
IB

A
 P

R
O

F
IL

E
A

u
to

m
o

ti
v

e
 T

e
st

 S
y

st
e

m
s ｜

P
ro

ce
ss

 &
 E

n
v

ir
o

n
m

e
n

ta
l ｜

M
e

d
ic

a
l ｜

S
e

m
ic

o
n

d
u

c
to

r ｜
S

c
ie

n
ti

fi
c

新・
中
長
期
経
営
計
画

 2
01

6
̶ 2

02
0

2
0
2
0
年
に
向
け
て
の
中
長
期
経
営
計
画
に
お
い
て

以
下
の
施
策
を
実
行
し
ま
す

A
H

O
R

IB
A

 T
ec

h
n

o
lo

g
y
を
新
分
野
・
新
市
場
に
展
開
、

分
析・
計
測
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に

A
バ
ラ
ン
ス
経
営
／
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
組
織
／

H
O

R
IB

A
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ベ
ー
ス
に
事
業
成
長

A
資
産
効
率
の
向
上
に
よ
り
、

企
業
価
値
の
最
大
化
を
実
現



s
自
動
車
計
測

近
年
、各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
「
ク
リ
ー
ン
な
エ
ン
ジ
ン
」の
開
発
に
加
え
、代
替
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
用
い
た
次
世
代
エ
ン
ジ
ン
開
発
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、電
気
自
動
車
の
よ

う
な
内
燃
機
関
を
持
た
な
い
新
し
い
自
動
車
の
形
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
自
動
車
産

業
の
歴
史
の
大
転
換
期
に
あ
っ
て
も
、 H

O
R

IB
A
は
自
動
車
計
測
の
「
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
バ
イ
ダ
」と
し
て
歩
ん
で
い
き
ま
す
。

A
u

to
m

o
ti

v
e

T
e

st
 S

y
st

e
m

s

2
6

2
7

駆
動
系
テ
ス
ト

車
体・
風
洞
テ
ス
ト

車
両
テ
ス
ト

ブ
レ
ー
キ
テ
ス
ト

バ
ッ
テ
リ
ー
開
発

エ
ン
ジ
ン
排
ガ
ス
計
測

水
素
エ
ン
ジ
ン
開
発

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

次
世
代
エ
ン
ジ
ン
開
発

電
気
モ
ー
タ
ー
開
発

塗
装
研
究

エ
ン
ジ
ン
開
発

次
世
代
エ
ン
ジ
ン
開
発

運
行
管
理

自
動
運
転

ド
ラ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

高
速
通
信



2
8

2
9

s
環
境
&プ
ロ
セ
ス

工
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
ガ
ス
を
連
続
監
視
す
る
煙
道
排
ガ
ス
分
析
装
置
は
、産

業
分
野
で
も
幅
広
く
利
用
さ
れ
、水
質
分
析
計
に
お
い
て
も
河
川
や
湖
沼
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
測
定
、工
場
か
ら
出
る
排
水
監
視
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。ま
す
ま
す
広
が

り
ゆ
く
地
球
環
境
問
題
に
、 H

O
R

IB
A
は
環
境
計
測
の
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

P
ro

ce
ss

 &
E

n
v

ir
o

n
m

e
n

ta
l

大
気
観
測

河
川
管
理

水
質
計
測

残
留
農
薬

水
質
管
理

温
度
管
理

工
場
排
水
管
理

工
場
内
大
気
観
測

煙
道
排
ガ
ス
計
測

湖
沼
管
理

漏
洩
ガ
ス
管
理

浄
水
管
理

温
度
管
理

燃
焼
温
度
管
理

下
水
管
理

海
水
濾
過

海
洋
汚
染
管
理

放
射
線
計
測
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M
e

d
ic

a
l

s
医
用

H
O

R
IB

A
の
血
液
検
査
装
置
は
、採
血
し
た
そ
の
ま
ま
の
血
液
を
「
全
血
」で
分
析
可

能
。
問
診
で
は
分
か
ら
な
い
体
内
の
異
常
の
確
認
、意
識
の
な
い
患
者
や
乳
幼
児
の

場
合
で
も
、分
析
機
器
が
医
師
た
ち
の
的
確
な
診
断
・
処
置
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。「
今
、

こ
の
場
で
、測
り
た
い
」と
い
う
医
療
関
係
者
の
ニ
ー
ズ
に
、最
適
化
さ
れ
た
分
析
装

置
で
応
え
、人

の々
健
康
で
安
全
な
暮
ら
し
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

血
液
検
査

免
疫
検
査

電
子
カ
ル
テ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

感
染
症

生
化
学
検
査

院
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

即
時
検
査

血
糖
値

抗
体
検
査

動
物
用
血
液
検
査
装
置



3
2

3
3

s
半
導
体

Io
T時
代
を
迎
え
、デ
ジ
タ
ル
機
器
の
進
化
は
加
速
す
る
ば
か
り
で
す
。
半
導
体
業
界

で
は
高
性
能
、省
電
力
化
、コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が
同
時
に
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。H

O
R

IB
A

で
は
グ
ル
ー
プ
各
社
が
持
つ
気
体
・
液
体
・
固
体
の
分
析
技
術
を
フ
ル
に
活
用
す
る
こ

と
で
、半
導
体
メ
ー
カ
ー
に
高
度
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、次
な
る

技
術
革
新
の
実
現
に
向
け
て
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

S
e

m
ic

o
n

d
u

c
to

r

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

パ
ソ
コ
ン

超
薄
型
液
晶
パ
ネ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア

小
型
半
導
体

次
世
代
ビ
ー
ク
ル

パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス

ス
マ
ー
ト
ホ
ー
ム

IC
チ
ッ
プ

高
速
通
信

Io
T

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

自
動
化
工
場

ペ
ッ
ト
用
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

太
陽
光
パ
ネ
ル



3
4

3
5

S
ci

e
n

ti
fi

c

s
科
学

半
導
体
や
ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル
な
ど
の
最
先
端
材
料
は
、分
析
装
置
で
そ
の
構
造
や
性
質
を
測
り
誕
生
し

ま
す
。
国
内
初
の
ガ
ラ
ス
電
極
式

p
H
メ
ー
タ
ー
の
研
究
開
発
か
ら
始
ま
っ
た

H
O

R
IB

A
の
理
化
学
分

析
装
置
は
、赤
外
線
に
よ
る
ガ
ス
分
析
、X
線
を
用
い
た
固
体
分
析
、ラ
マ
ン
分
光
・
蛍
光
分
光
な
ど
の

分
光
分
析
技
術
を
用
い
た
環
境
・
生
体
分
析
な
ど
、様

な々
分
析
領
域
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。今
日
で
は
、

自
動
車
、エ
ネ
ル
ギ
ー
、バ
イ
オ
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
な
ど
多
様
な
分
野
で
、5

0
0
種
類
を
超
え
る

H
O

R
IB

A
の
分
析
機
器
が
、世
界
中
の
企
業
や
研
究
機
関
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

IC
チ
ッ
プ

半
導
体

新
エ
ネ
ル
ギ
ー 野
菜
工
場

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ニ
ュ
ー
金
属

宇
宙
開
発

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

高
速
通
信

自
動
運
転

次
世
代
ビ
ー
ク
ル

新
薬

遠
隔
医
療

エ
コ
住
宅

D
N
A

ナ
ノ
マ
テ
リ
ア
ル

基
盤



Aカナダ［Canada］
ホリバ・カナダ社
 ロンドンオフィス

Aアメリカ［US］
ホリバ・USホールディング社
ホリバ・インターナショナル社
ホリバ・インスツルメンツ社
 エジソンオフィス
 サニーベールオフィス
 アナーバー工場
 オールバニオフィス
 シカゴオフィス
 ヒューストンオフィス
 オースティンオフィス
 ポートランドオフィス
 リノオフィス
 トロイ工場
 アルビンオフィス

Aブラジル［Brazil］
ホリバ・ブラジル・ホールディング社
ホリバ・ブラジル社
ホリバTCA社
MIRAブラジル社

Aインドネシア［Indonesia］
ホリバ・インドネシア社

Aシンガポール［Singapore］
ホリバ・インスツルメンツ社
 ウェストオフィス

A台湾［Taiwan］
ホリバ・台湾社
 台南オフィス

Aタイ［Thailand］
ホリバ・タイ・ホールディング社
ホリバ・タイ社
 イーストオフィス

Aベトナム［Vietnam］
ホリバベトナム社

A中国［China］
堀場（中国）貿易有限公司
 北京事務所
 広州事務所
 上海サービスセンター
 上海技術センター
堀場儀器（上海）有限公司
北京ホリバメトロン社
MIRA（上海）有限公司

A韓国［Korea］
ホリバ・コリア社
 ソウル支店
 スウォンオフィス
 ウルサンオフィス
堀場エステック・コリア社

A日本［Japan］
（株）堀場製作所
 びわこ工場（HORIBA BIWAKO E-HARBOR）
（株）堀場エステック
 阿蘇工場
 福知山テクノロジーセンター
（株）堀場アドバンスドテクノ
（株）堀場テクノサービス

●は地域別売上高比率

Aオーストリア［Austria］
ホリバ社

Aベルギー［Belgium］
ホリバ・ヨーロッパ社 アントワープオフィス

Aチェコ［Czech］
ホリバヨーロッパ プラハオフィス
ホリバヨーロッパ オルモウツ工場

Aフランス［France］
ホリバ・フランス社
 パリサクレーオフィス
 （ホリバヨーロッパリサーチセンター）

 リールオフィス
 レズリスオフィス
ホリバABX社
ホリバ・ヨーロッパ・ホールディング社

Aドイツ［Germany］
ホリバ・ヨーロッパ社
 ダルムシュタットオフィス
 ドレスデンオフィス
 ハノーバーオフィス
 コルシェンブロイヒオフィス
 ライヒリンゲンオフィス
 ミュンヘンオフィス
 ポツダムオフィス
 シュツットガルトオフィス（ブーブリンゲン）
 シュツットガルトオフィス（ノイハウゼン）
 ヴォルフスブルグオフィス
ホリバ・ヨーロッパ・オートメーション・
ディビジョン社
ホリバ・ジョバンイボン社

Aイタリア［Italy］
ホリバ・イタリア社
 ミラノオフィス
 トリノオフィス
ホリバABX社 イタリアオフィス

Aオランダ［Netherlands］
ホリバ・オランダ

Aポーランド［Poland］
ホリバABX社

Aポルトガル［Portugal］
ホリバABX社 ポルトガルオフィス

Aルーマニア［Romania］
ホリバ・ルーマニア

Aロシア［Russia］
ホリバ・ロシア社

Aスペイン［Spain］
ホリバABX社 スペインオフィス

Aスウェーデン［Sweden］
ホリバ・スウェーデン ソダテリエ
ホリバ・スウェーデン イエテボリ

Aトルコ［Turkey］
ホリバ・ヨーロッパ社 イスタンブールオフィス

Aイギリス［UK］
ホリバ・UK社
 ノーザンプトンオフィス
ホリバ・ジョバンイボン IBH社
ホリバ・テストオートメーション社
ホリバMIRA社
 クワトロパーク
MIRAサービス社

Aインド［India］
ホリバ・インド社
 バンガロールオフィス
 チェンナイオフィス
 ハリドワール工場
 テクニカルセンター

セグメント別売上高比率

グローバルネットワーク［Global Network］

scientific

semiconductor

medical

process & environmental

automotive test systems

36 37
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2000

売
上
高﹇
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円
﹈0

従業員［人］ 332 1287103858 19129 1808832595203

5787

2014

7149

2017

6831

2016

5965

2015

5446

2012

5202

2010

5146

2008

4697

2006

3781

2004

3630

2002

3540

2000

5530

2013

5448

2011

5133

2009

4976

2007

3969

2005

3618

2003

3583

200119531955 1960 1995199019851980197519701965

売
上
高﹇
億
円
﹈

株
価﹇
円
﹈

1977
医学用ナトリウム・
カリウムイオン
分析計

1950
国産初
ガラス電極
pHメータ

1955
放射線用
シンチレータ／
ラジエーション
モニタ開発

1959
微量酸素
分析計を
商品化

s海外
s国内

1962
赤外線
ガス分析計

1963
医学用赤外線
ガス分析計
開発

1964
大気汚染
監視用
ガス分析計

1964
自動車排ガス
測定装置開発

1967
水質監視装置
製造開始

1969
油分濃度
測定装置

1970
整備工場用
小型自動車
排ガス測定装置

1971
非分散蛍光
Ｘ線分析
装置開発

1976
超大型

ディーゼル排ガス
サンプリング装置

1975
ハンディ
水質チェッカ

1980
有機汚濁物質
濃度分析装置

1980
マスフロー
コントローラ

1984
レティクル
異物検査装置

1988
フーリエ変換
赤外分光
光度計

1988
ハンディータイプ
光沢計

1988
レーザ回折式
粒度分布
測定装置開発

1987
非接触
放射温度計

1987
カード型pHメータ
（世界初平面センサ）

1987
全窒素・
全りん自動
分析装置

1984
デジタル式
車両運行
管理システム

1990
スティックタイプ

pHメータ

1990
血球カウンタ

2007
ホリバテクノロジー
センター
（US）

2008
ホリバABX社
新試薬工場
（フランス）

2002
中国へ
本格参入

1972
ホリバ・
インター

ナショナル社（US）

1972
ホリバGmbH社
（ドイツ）

1977
駐在事務所
（韓国）

1977
ホリバ・

インスツルメンツ社
（UK）

1992
酸性雨データ
通信ネットワーク
「HONEST」

1953
堀場製作所

1945
堀場無線
研究所

1978
社是

「おもしろおかしく」
制定

2004
「HORIBA Group is One Company」

始動グループでの
企業価値向上を目指し
ブランドを統一

1991
ホリバ・

オーストリア社

1991
アリゾナ
光学結晶
工場

1998
ホリバ／
エステック社
（US）

1996
北京

駐在事務所
（中国）

1993
駐在事務所
（チェコ）

1981
欧州市場統括
体制開始

ホリバ・ヨーロッパ社

1982
ホリバ・
フランス社
（フランス）

1985
シンガポール
拠点開設

1996
ABX

（ホリバABX）

買収

1997
ジョバンイボン
（ホリバ・フランス）

買収

買収

2005
カール・シェンクの自動

車関連
計測事業

1975
EPA

（米環境保護庁）

自動車排ガス
測定装置

納入 1990
科学技術庁

放射線測定器

納入

2005
「愛・地球博」
実験

プロジェクト

CO2測定技術

参加

2009
NASA
国際宇宙
ステーション

電極技術

採用

2006
堀場雅夫

「ピッツコン・
ヘリテージ・アワード」

受賞

2010
堀場厚が仏
「レジオン・
ドヌール」
勲章受章

2000
堀場テクノ
サービス

2009
びわこ工場

1988
阿蘇工場

2016
基幹工場

HORIBA BIWAKO
E-HARBOR稼動

2017
堀場アドバンスドテクノ
水・液体事業承継

2013
HORIBA
最先端

技術センター

1988
ホリバ・コリア社
（韓国）

提携

1987
ABX（フランス）

買収

2015
英国MIRA Ltd.買収

共同研究

2013
中国清華大学
（環境技術）

参画

2013
フランス産官学
連携プロジェクト
（次世代太陽電池）

2011
上海新工場

2012
欧州研究
開発拠点
（フランス）

1994
X線分析顕微鏡

1998
炎症診断装置

1999
動物用

血球計数装置

1999
超薄膜
分析装置

1996
pHガラス
チューブ開発
（世界初）

1995
世界対応
自動車排ガス
測定装置

1992
蛍光X線
元素分析
装置

1993
コードレス電極

pHメータ
（世界初）

1991
中国科学院

大気汚染監視測定車両

贈呈

1995
環境庁

大気汚染監視装置

採用

1998
長野オリンピック・
フランスチーム

血球計数装置

採用

1993
気象庁
南鳥島気象
観測所

納入

CO2測定システム

2005
ドライブ
レコーダー

2000
エネルギー分散型

X線分析装置
（オックスフォード社

共同開発）

2000
血糖値測定
装置

2010
工業用水質計
「H1シリーズ」

2011
水質分析計

「LAQUAシリーズ」

2012
次世代排ガス
測定装置

MEXA-ONE

2013
プラズマ発光
制御装置

（高機能フィルム
成膜装置向）

2014
PM2.5
自動成分
分析装置

2013
動物用
血糖値
測定装置

2014
高分解能AFM
ラマン分光
分析装置

2015
過酢酸濃度計

2015
水質監視装置
クラウド情報
管理サービス

2015
粒子径分布
測定装置
（業界最小）

2016
結晶欠陥検査用
イメージング

CL装置

2015
薬液濃度モニター
（8成分同時測定）

2015
炭素・硫黄
分析装置

2015
微量pH計
（世界初）

2002
車載型
排ガス計測
システム 2004

DNAバイオセンサ

RoHS／ELV
規制

対応

2002
有害元素
蛍光X線
検査装置

2012
堀場上海
テクニカル
センター

2014
血液検査用
試薬工場
（インド）

2015
iPS細胞

関連ベンチャーへ出資

2015
ホリバABX社
新開発棟完成

2015
エンジニアリング
センター新設（上海）

2016
テクニカル
センター開設
（インド）

1989
ACTIVEZONE21

1987
東京セールス
オフィス

（旧東京支店）

1984
エステックに
社名変更

（旧スタンダード
テクノロジ）

1971
国内サービス
ステーション網
構築

1988
大阪・名古屋
セールス
オフィス

1982
分析センター

1974
東京支店
開設

1975
コス

（堀場アドバンスドテクノ）

1978
福利厚生会社
ホリバ

コミュニティ

1974
スタンダード
テクノロジ

（堀場エステック）

1971
大阪証券取引所
に上場

（74に東証上場）

買収

2013
米国資源設備
開発メーカーより
計測設備事業

経
営﹇M

anagem
ent

﹈

製
品﹇P

roducts &
 Technology

﹈

社
会﹇G

eneral

﹈

1999

▼
欧
州
単一通
貨「
ユ
ー
ロ
」始
動

1997

▼
消
費
税
5
%
ス
タ
ー
ト

1995

▼
阪
神・淡
路
大
震
災

1994

▼
1
ド
ル
＝100

円
割
り
込
む

1992

▼
ブ
ラ
ジ
ル
で
第一回
地
球
環
境 

サ
ミ
ッ
ト
開
催

1991

▼
湾
岸
戦
争

1990

▼
東
西
ド
イ
ツ
統一

2009

▼
バ
ラ
ク・オ
バ
マ
が 

 

米
大
統
領
に
就
任

2005

▼「
愛・地
球
博
」開
催

2001

▼
ア
メ
リ
カ
で
同
時
多
発
テ
ロ

2017

▼
ド
ナ
ル
ド・ト
ラ
ン
プ
が
米
大
統
領
に
就
任

2016

▼
熊
本
地
震

2014

▼
消
費
税
8
％
ス
タ
ー
ト

2012

▼
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
完
成

2011

▼
東
日
本
大
震
災

2010

▼
小
惑
星
探
査
機 

 

「
は
や
ぶ
さ
」帰
還

1989

▼
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

1987

▼
J
R
誕
生

1985

▼
N
T
T
誕
生

1983

▼
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
開
園

1980

▼
イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争

1978

▼
日
中
平
和
友
好
条
約
調
印

1976

▼
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件

1973

▼
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

1972

▼
連
合
赤
軍
あ
さ
ま
山
荘
事
件

1970

▼
大
阪
で
万
国
博
覧
会
開
催

1969

▼
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸

1966

▼
日
本
人
口
1
億
人
突
破

1964

▼
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

1962

▼
キ
ュ
ー
バ
危
機

1960

▼
カ
ラ
ー
T
V
放
送
開
始

1959

▼
キ
ュ
ー
バ
革
命

1959

▼
伊
勢
湾
台
風

1958

▼
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
売

1957

▼
ソ
連
が
人
工
衛
星
打
ち
上
げ

1956

▼
経
済
白
書「
も
は
や
戦
後
で
は
な
い
」

1950

▼
朝
鮮
戦
争
勃
発

1949

▼
1
ド
ル
＝360

円
レ
ー
ト

1947

▼
日
本
国
憲
法
施
行

1945

▼
終
戦

HORIBA年譜［Chronicle］

初海外進出

オルソン・
ラボラトリーズ社
と合弁

1970
オルソン・ホリバ
（US）

1991
研修センター
「FUN HOUSE」
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